


















































参考 5-1 

（参考５）地盤改良（セメント系）の考慮方法の妥当性 

地盤改良（セメント系）を地盤バネの地盤反力上限値の増分として考慮する考え方について，傍

証のための３次元ＦＥＭ解析を実施した。 

1. 目的

３次元ＦＥＭ解析において，地盤改良（セメント系）のモデル化に着目した 2 つの解析モデル

を作成し，同一の荷重条件に対し鋼製防護壁基礎の水平変位量を比較する。 

 図 1 は，地盤改良（セメント系）を地盤バネの地盤反力上限値として考慮した解析モデルであ

り，工認設計モデルと同様の地盤バネ条件にて側方抵抗を模擬している。図 2 は，地盤改良（セ

メント系）をソリッド要素でモデル化し，その外側に地盤バネを設けることで，地盤改良（セメ

ント系）が鋼製防護壁基礎の側方抵抗として寄与する効果を精緻に表現している。

図 1 及び図 2 の解析モデルによる鋼製防護壁基礎の水平変位量の大小関係を比較することで，

地盤改良（セメント系）を地盤バネの地盤反力上限値の増分として考慮することの妥当性を確認

する。 
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参考 7-1 

（参考７）中実鉄筋コンクリートの基礎底面地盤におけるせん断抵抗性能評価について

構造変更後の中実鉄筋コンクリートの基礎底面地盤におけるせん断抵抗性能評価については，２

次元有効応力解析によって算出されるせん断力が，道路橋示方書(Ⅳ下部構造編)・同解説(日本道

路協会，平成 24 年 3 月)に記載する算出式（式 1）から求まる許容せん断抵抗力以下となることを

確認する。中実鉄筋コンクリートの基礎底面地盤におけるせん断抵抗性能評価について，Km層へ

の根入れが浅い北基礎について，基礎底面のせん断抵抗力について照査を実施した。北基礎の評価

結果を表 1に示す。 

基礎地盤のせん断力は，北基礎の中実鉄筋コンクリート底面において，敷地に遡上する津波の重

畳時（地盤ケース⑤，②－②断面）で最大の 79294 kN であり，基礎地盤のせん断抵抗力 116700 

kN 以下である。 

以上のことから，防潮堤（鋼製防護壁）の基礎地盤は，余震重畳荷重に対し，せん断抵抗性能を

有することを確認した。 

H୳ = c୆Aୣ + V tan ϕ୆ （式 1） 

ここに， 

H୳ ：Km 層のせん断抵抗力（kN） 

c୆ ：Km 層の粘着力cୡ୳୳（kN/m2）

Aୣ ：基礎底面の有効載荷面積（m2） 

V ：基礎底面に作用する鉛直力（kN）ただし，浮力を差引いた値とする。 

ϕ୆ ：Km 層の地震時の内部摩擦角 (ϕୡ୳୳ = 0°) 
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